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建交労鉄道

岩手地本

お
知
ら
せ

建
交
労
本
部
大
会
開
催

８
月
29
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）

群
馬
・
磯
部
温
泉
「
雀
の
お
宿
」

今
年
の
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
日
程
を
短
く
し
、
三
蜜

を
避
け
る
た
め
参
加
者
を
限

定
し
行
わ
れ
ま
す
。

２
０
２
０

い
わ
て
県
地
方
自
冶
研
究
集
会

７
月
18
日

10
時
～
15
時
30
分

会

場

岩
手
県
公
会
堂
・
水
産
会
館

プ
ラ
ザ

お
で
っ
て

講

演

「
光
り
輝
く
三
陸
鉄
道
を
目
指
し
て

～

台
風
被
害
等
を
乗
り
越
え
て
～
」

三
陸
鉄
道
『
株
』

代
表
取
締
役
社
長

中
村
一
郎
氏

東
日
本
大
震
災
津
波

９
年
の
つ
ど
い

７
月
25
日

13
時
～
15
時
30
分

会

場

久
慈
市
「
福
祉
の
村
」

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
講
堂

記
念
講
演

東
日
本
大
震
災
及
び
台
風
被
害
そ
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
悪
口
と
こ
れ

か
ら
の
久
慈

～

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る

笑
顔
日
本
一

の
ま
ち

久
慈

～

講

師

久
慈
市
長

遠
藤
譲
一
氏

入
場
無
料

新型 コロナウイルス 対策
免疫力にまさる薬はない！

日常生活のひと工夫で免疫力は上がる！

低体温は免疫力の低下を招きます。

ウイルスに感染しても重症化させないたるめに、

生活習慣を見直し体温を上げて免疫力を強化
しましょう。

全世界で新型コロナウイルス感染症が猛威をふ

るっています。

まだ治療薬は確立されておらず、予防に役立つ

ワクチンもありません。しかし『よくある病気』の

風邪にも実は治療薬はありません。

症状を緩和する薬剤はあるものの、特効薬はい

まだにありません。それでも風邪は治ります。

治癒に導 くのは、自身の体内に あるウイルス

や細胞を排除する免疫機能の働きです。

自身の持つ体の防御システム（免疫機能）は、

未知の感染症に対した時でも頼りになります。

免疫力を高めることは、あ りとあ らゆる病気に対

する備えとなります。

専門家２８名の生の声
医者が教える「感染予防」と「免疫力・基礎体力」

を上げる方法

栄養バランスの取れた食事、20人。

適度な運動18人。手洗いする16人。

睡眠をしっかりとる15人。うがい８人。

規則正しい生活リズム５人。

「新型コロナウイルス対策」「免疫力を上げる５

０の方法」宝島社出版より。

一般社団法人日本産業カウンセラー協会
新型コロナウイルスによる不安やストレスなどの

心の問題に対処するために

新型コロナウイルスに対する心と体の免疫力を

つけるをネットで公開しています。興味のある方

はご覧ください。

人間が健康に生きて行く為に131

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る

原
子
力
発
電
導
入
案
へ

の
国
民
間
の
議
論

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
発

生
す
る
前
の
１
９
７
１
年

２
月
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
電

力
会
社
（
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｍ
）

は
原
子
力
発
電
所
の
建
設

を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
を

も
と
に
、
１
９
７
２
年
デ

ン
マ
ー
ク
議
会
は
デ
ン
マ
ー

ク
初
の
原
子
力
発
電
建
設

地
を
調
査
す
る
た
め
の
委

員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

電
力
会
社
と
政
府
の
原

子
力
発
電
所
の
導
入
の
動

き
に
対
し
、
導
入
反
対
の

記
事
を
最
初
に
書
い
た
の

は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ア
イ

ギ
ル
・
ポ
ー
ル
セ
ン
と
航

空
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
モ
ー
ン

ス
・
Ｂ
・
ヴ
ィ
ク
ス
ト
ロ

ム
で
し
た
が
、
本
格
的
に

原
子
力
発
電
の
導
入
問
題

に
つ
い
て
議
論
が
高
ま
っ

た
の
は
、
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
後
の
１
９
７
４

年
当
た
り
か
ら
で
す
。

世
界
の
科
学
者
の
中
に

は
熱
狂
的
な
原
子
力
発
電

導
入
推
進
派
が
多
く
居
る

と
云
わ
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
科
学
者
の
中
で
原
子
力

発
電
推
進
者
と
語
ら
れ
て

い
た
人
と
し
て
は
教
授
の

ポ
ー
ル
・
Ｌ
・
オ
ル
ガ
ー

ド
,
ベ
ン
ト
・
エ
ル
ベ
ッ

ク
,
ア
ラ
ン
・
マ
シ
ン
ト

シ
ュ
が
居
ま
し
た
。

デ

ン
マ
ー
ク
議
会
に
お
い
て

も
、
原
子
力
発
電
推
進
派

は
過
半
数
を
超
え
デ
ン
マ
ー

ク
の
二
大
政
党
で
あ
る
社

会
民
主
党
と
自
由
党
の
議

員
の
過
半
数
は
原
子
力
発

電
導
入
の
推
進
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
産
業

界
、
労
働
組
合
も
原
子
力

発
電
導
入
の
推
進
派
で
こ

の
中
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
産
業
連
盟
、
リ
ソ
ー
研

究
所
、
雇
用
者
連
盟
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
連
盟
、
全
労
連
、

デ
ン
マ
ー
ク
金
属
労
働
組

合
も
原
子
力
発
電
の
導
入

賛
成
派
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
そ

し
て
殆
ど
の
新
聞
社
も
原

子
力
発
電
導
入
推
進
派
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
原
子
力

発
電
導
入
賛
成
者
の
意
見

は
、
原
子
力
発
電
な
し
で

は
産
業
の
発
展
は
望
め
な

い
、
雇
用
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
も
困
難
で
あ
る
、
と

語
り
、
原
子
力
発
電
所
の

導
入
を
強
く
支
持
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
強
力
な
原
子
力
発

電
所
の
導
入
推
進
派
グ
ル
ー

プ
に
対
し
前
出
し
たE

i
g
i

l
P
o
ul
se
n

、M
og
en
s
B

.

V
i
k
s
t
r

øm

他
、
は
原
子

力
発
電
の
導
入
反
対
運
動

を
繰
り
広
げ
る
た
め
、
１

９
７
３
年
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
原
子
力
グ
ル
ー
プ
設
立

し
、
新
聞
に
投
稿
文
を
書

き
、
全
国
の
集
会
所
を
利

用
し
、
リ
ソ
ー
研
究
所
や

電
力
会
社
の
原
子
力
発
電

の
推
進
派
を
招
へ
い
し
反

対
派
と
の
討
論
会
を
多
数

開
催
し
ま
し
た
。
前
述
し

ま
し
た
が
、
こ
の
人
た
ち

は
１
９
７
５
年
「
原
子
力

発
電
情
報
協
会
（
Ｏ
Ｏ
Ａ
）

を
設
立
し
ま
し
た
。
原
子

力
発
電
導
入
反
対
者
が
掲

げ
た
,
「
原
発
導
入
反
対
」

の
主
な
理
由
は

①

事
故
が
起
き
た
場
合
、

補
償
に
莫
大
な
費
用
が
か

か
る
こ
と
、

②

高
放
射
能
物
質
の
安

全
な
格
納
（
保
管
）
場
所

が
無
い
こ
と

③

原
子
力
発
電
の
燃
料

か
ら
爆
弾
が
作
ら
れ
る
こ

と④

原
子
力
発
電
所
を
廃

炉
に
す
る
た
め
に
は
膨
大

な
費
用
が
か
か
る
こ
と
、

で
し
た
。

原発ゼロNO 111
デンマークの原発導入案に対する

国民間の議論はどのように形成されたのかＮＯ2

ケンジ・ステハン・スズキ

自
粛
を
要
請
し
て
保
証
な
し
、

「
こ
ず
か
た
」店
を
閉
店

「
こ
ず
か
た
」
佐
々
木
恵
子
様
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
全
動
労
と
共
に
38
年
店
を
続
け

て
来
ま
し
た
が
、
３
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
客
が
激
減
。
３
月
よ
り
ま
わ
り
の
食
堂
が

営
業
し
な
く
な
り
、
客
に
和
食
の
食
堂
を
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
て
、
昼
は
食
道
、
夜
は
居
酒
屋

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
自
粛
の
影
響
で
、
居
酒
屋
は
予
約
の
客
だ
け
の
時
が
多
く
な
り
、
８
時

過
ぎ
に
は
店
を
閉
め
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
、
店
の
存
続
で
き
な
い
と
７
月
を

も
っ
て
閉
店
す
る
と
の
お
話
で
し
た
。

「
こ
ず
か
た
」
の
マ
マ
（
恵
子
）さ
ん
は
、
民
営
分
割
の
時
、
「ロ
ー
カ
ル
線
を
守
れ
」と
一
緒
に
組

合
員
と
署
名
活
動
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
民
謡
歌
手
で
す

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
で
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
沢
山
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
又
、
何
か
と
組
合
員

が
店
に
集
ま
り
飲
み
会
も
し
ま
し
た
。
組
合
の
行
事
に

も
何
度
も
参
加
し
て
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

恵
子
さ
ん
は
、
全
動
労
に
は
お
世
話
な
っ
て
38
年
間

店
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
昔
の
よ
う
に
全
動
労

の
方
々
と
お
話
を
し
た
い
と
の
思
い
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
通
り
企
画
し
ま
し
た
の
で
多

数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木
恵
子
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
会

会

場

こ
ず
か
た

日

時

７
月
30
日

17
時
30
分

会

費

３
０
０
０
円
（
不
足
分
組
合
補
助
）

お店で昔の写真としっょに
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Ｊ
Ｒ
各
社
及
び
各
関

連
グ
ル
ー
プ
会
社
で
夏

季
一
時
金
の
回
答
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
は
、

交
渉
経
過
を
踏
ま
え
夏

季
一
時
金
の
闘
争
を
集

結
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労
し

て
い
る
社
員
の
生
活
を

無
視
し
た
蝶
低
額
回
答

Ｊ
Ｒ
東
日
本

組
合
は
、
株
主
だ
け

が
増
配
当
。
32
年
間
溜

め
込
ん
だ
利
潤
剰
余
金

を
活
用
す
る
時
、
危
険

手
当
を
含
め
て
再
検
討

を
強
く
求
め
た
が
…
。

基
準
内
賃
金
の
２
、

４
ヶ
月
分
に
５
，
０
０

０
円
を
加
え
た
額
。

昨
年
は
、

１
,
６
ヶ
月

※
２
、
４
ヶ
月
分
の
う

ち
・
０
、
１
ヶ
月
分
は

感
染
病
へ
の
緊
張
・
不

安
の
中
で
会
社
的
使
命

を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
多
い
に
受
け
止
め
る

と
と
も
に
、
社
会
の
大

き
な
変
化
の
対
応
に
向

け
「
変
革
２
０
２
７
」

の
実
現
に
一
層
奮
起
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
強

く
期
待
し
て
支
給
。

※
５
，
０
０
０
円
分
は

感
染
症
拡
大
防
止
に
取

り
組
む
中
で
、
新
た
な

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
挑
戦

し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
支
給
。

夏季一時金

コロナ禍の影響も

私
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
、

黒
人
へ
の
差
別
撤
廃
を

求
め
た
公
民
権
運
動
が

起
き
た
。
運
動
の
指
導

者
キ
ン
グ
牧
師
は
「
後

世
の
歴
史
に
残
る
、
こ

の
時
代
の
最
大
の
悲
劇

は
、
悪
し
き
人
間
の
暴

言
や
暴
力
で
は
な
く
、

善
意
の
人
々
の
沈
黙
と

無
関
心
で
す
。
後
世
に

恥
ず
べ
き
は
『
暗
闇
の

中
の
子
』
の
言
動
で
は

な
く
、
『
光
の
中
の
子
』

の
弱
さ
と
無
気
力
な
の

で
す
」
と
述
べ
た
。

５
月
２
５
日
に
発
生

し
た
黒
人
男
性
殺
害
事

件
。
キ
ン
グ
牧
師
の
時

代
か
ら
半
世
紀
以
上
経
っ

て

も
キ

ン

グ
牧

師

の

「
私
に
は
夢
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
い
つ
の
日
か
、
・
・
・
」

の
「
夢
の
日
」
は
実
現

し
て
い
な
い
。
オ
バ
マ

大
統
領
の
時
代
で
も
変

わ
ら
な
か
っ
た
人
種
差

別
。
ま
し
て
や
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
じ
ゃ
ダ
メ
だ

こ
り
ゃ
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
の
殺

害
事
件
へ
の
抗
議
デ
モ

は
６
月
に
ア
メ
リ
カ
全

州
、
そ
し
て
世
界
に
広

が
っ
た
。
白
人
、
若
い

世
代
も
た
く
さ
ん
参
加

し
て
い
る
。
８
日
の
岩

手
日
報
紙
上
に
は
「
沈

黙
は
服
従
」
の
プ
ラ
カ
ー

ド
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

権
力
を
持
つ
「
悪
し
き

人
間
」
と
い
う
相
手
が

あ
る
こ
と
ゆ
え
、
「
夢

の
日
」
に
近
づ
く
か
は

予
断
を
許
さ
な
い
が
、

「
善
意
の
人
々
」
の
関

心
と
行
動
は
大
き
な
う

ね
り
と
な
っ
た
。

「
思
う
に
希
望
と
は
、

も
と
も
と
あ
る
も
の
と

い
え
ぬ
し
、
な
い
も
の

と
も
い
え
な
い
。
そ
れ

は
、
地
上
の
道
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
も
と

も
と
地
上
に
は
道
は
な

い
。
歩
く
人
が
多
く
な

れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な

る
の
だ
」
（
魯
迅
）

花
の
１
０
０
名
山
焼

石
岳
に
、
気
仙
沼
齋
藤

潤
さ
ん
と
日
出
さ
ん
、

潤
さ
ん
の
職
場
の
方
２

名
計
５
名
で
６
月
⒔
日

ひ
め
か
ゆ
６
時
合
流
、

中
沼
駐
車
場
に
向
か
う

が
、
コ
ロ
ナ
解
禁
で
他

県
の
車
が
多
く
、
駐
車

で
き
ず
、
予
定
変
更
で

つ
ぶ
沼
か
ら
の
登
山
と

な
り
ま
し
た
。

天
気
も
良
く
高
山
植
物
、

残
雪
を
求
め
て
中
高
年

を
含
め
多
く
の
方
が
登
っ

て
い
ま
し
た
。

行

程

つ
ぶ
沼
ー
金
山
沢
（
ブ

ナ
林
・
椿
の
木
・
オ
オ

バ
キ
ス
ミ
レ
）
ー
石
沼
ー

（
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
・

水
芭
蕉
・
ミ
ヤ
マ
ギ
ン

バ
イ
・
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
・
リ
ュ
ウ
キ
ン

カ
）
ー
銀
明
水
ー
銀
明

水
か
ら
は
雪
渓
の
登
り

が
続
く
（
イ
ワ
カ
ガ
ミ
・

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
・
オ

オ
カ
メ
ノ
キ
）
ー
姥
石

平
ー
（
ハ
ク
サ
ン
イ
チ

ゲ
の
群
落
と
焼
石
・
ミ

ヤ
マ
シ
オ
ガ
マ
・
ユ
キ

ワ
リ

コ
ザ
ク

・

ハ
ク

サ
ン
チ

ド

リ
）

ー
東
焼
石

岳
に

は
白
の
ミ

ヤ
マ
シ
オ
ガ
マ
・

焼
石

岳
の
横
に

鳥
海

山
が
見
え

た
ー

分
岐
ー
九

合
目

ー
南
本
内

岳
の

彼
方
に
は

和
賀

連
峰
や

秋

田
駒

ヶ
岳
、

岩

手
山
な
ど
山
々
が
連
な
っ

て
い

る
ー

焼

石
頂

上

（
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
）
ー

銀
名
水
ー
石
沼
は
ブ
ル
ー

の
沼
・
新
緑
に
浮
か
ぶ

美
し
い
焼
石
ー
つ
ぶ
沼

11
時
間
、
約
24
キ
ロ

の
登
山
で
し
た
。

7
月
の
た
わ
ご
と

「
道
を
つ
く
る
の
は
」

Ｔ
・
Ｈ

お
花
畑
ピ
ー
ク
季焼

石
岳

Ｋ
・Ｓ

ミヤマシオガマ

ハクサンイチゲと南本内・焼石湖

イワカガミ ハクサンイチゲの群落と

焼石岳

東焼石岳

ユキワリコザク

石沼から焼石岳

井
の
中
の
蛙
つ
ぶ
や
く
独
り
言

12

コ
ロ
ナ
禍
に
便
乗
し
よ
う
儲
け
よ
う

今
年
は
持
続
化
給
付
金
７
６
９
億
円

事
業
承
継
補
助
金
20
億
円

経
産
省
委
託
事
業
4
年
間
で
１
５
７
６
億
円

窓
口
は
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会

会
長
は
笠
原
英
一
立
教
大
学
教
授

取
り
扱
い
は
電
通
、
電
通
ワ
ー
ク
、パ
ソ
ナ
等

再
委
託
で
予
算
を
転
が
し
濡
れ
手
に
粟

人
材
派
遣
会
社
パ
ソ
ナ
の
会
長
竹
中
平
蔵

政
府
べ
っ
た
り
の
慶
応
大
学
名
誉
教
授

御
用
学
者
は
金
儲
け
も
う
ま
い

い
の
旬

基
準
内
賃
金
の

１
、
７
５
ヶ
月
分

昨
年
は
、

１
,
６
ヶ
月


